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令和６年度 目黒区立大鳥中学校 学校評価報告書 
 
１ 学校評価委員会の実施内容 
（１）第１回実施日時 令和６年１０月１５日（火） 午前９時４５分～午前１０時３５分 
            ・学校評価について 
（２）第２回実施日時 令和７年２月４日（火）   午前９時４５分～午前１０時３５分 

・学校評価の結果について 
・協議 

２ 参加者  学校評議員 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 
評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見）

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎学校生活全般につい

て生徒、保護者、教職員

が充実ぶりを実感でき

る教育活動を行えた。 
●地域の方々に本校の

教育活動を知っていた

だく機会が少なかっ

た。 

次年度は周年行事に向

けて、地域の方々とより

連携を強化して取り組

んでいく。本校の教育活

動を広く周知する工夫

をしていく。 

周年行事に向けて学校

と地域がより一層連携

していく。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎人権尊重の理念に立

った教育目標のもと、

教育活動を行うことが

できた。昨年度までの

人権教育の研究成果を

生かすことができた。                                              

人権尊重の理念に立っ

た教育目標のもと、引き

続き教育内容の充実に

取り組んでいく。 

引き続き人権教育の推

進に取り組んでほしい。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎道徳教育の目標につ

いて共通理解を図り、

指導と評価の一体化に

取り組んだ。昨年度の

成果を生かし、人権尊

重の視点に立った道徳

教育の推進を図ること

ができた。 

人権尊重の視点に立っ

た道徳教育のより一層

の充実に努める。道徳授

業地区公開講座により

多くの保護者・地域の

方々に参加していただ

けるよう、連携して取り

組む。 

より多くの保護者に道

徳授業地区公開講座に

参加してもらい、道徳教

育への理解促進を図る。 

Ⅳ 学習指導等について ◎学習用情報端末の活 学習用情報端末や ICT 学習用情報端末の活用



・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 
・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 
キャリア教育等の充実

について 

用率が飛躍的に向上し

た。 
 
●主体的に学習に取り

組む態度や学力が身に

付いたと実感できてい

ない生徒が増えた。生

徒個々のニーズにどう

応えていくかが大きな

課題である。 

の効果的な活用につい

て校内研修を充実させ、

活用の更なる推進を図

る。特に、学ぶ意欲を高

めるための導入の工夫

や個別最適な学びの実

現のための活用方法に

ついて全教職員が積極

的に学び、実践を積み重

ねていく。 

を促進する一方で、情報

モラルについてもしっ

かり指導してほしい。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

◉特別支援学級で朝の

ランニングを取り入れ

るなど、工夫して体力

の向上に取り組んだ。

運動習慣の個人差が著

しく、学校におけるこ

れらの取組に対して実

感できている生徒とそ

うでない生徒がいる。 

「心身の健康な体づく

りは学校生活の根本で

ある」ことを全教職員が

再確認し、栄養士や養護

教諭とも連携し、教科横

断的に食育や健康教育

の充実に取り組み、心身

の健康な体づくりへの

子どもたちの関心・意欲

を高め、体力の向上を図

る。 

心身の健康な体づくり

に生徒が興味・関心をも

ち、意欲的に取り組める

よう工夫してほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎学校行事を通して、

生徒たちの主体性や協

調性、リーダーシップ

やフォロワーシップが

育っている。 
◎特別支援学級と通常

級との交流、特別支援

学級間の交流、特別支

援学校との副籍交流

等、各種交流をすすめ

ることができた。 
●区主催の行事が多す

ぎるため、非常にハー

ドなスケジュールを強

いられており、教員だ

けでなく生徒も多忙感

を感じている。 

特別活動のより一層の

充実を図るため、各行事

の取り組み方をもう１

度見直す。活動内容を精

選し教育効果を得られ

るものとしていく。 
地域人材の活用など、地

域と連携した取組を推

進する。より多くの地域

の方々に学校行事に来

ていただけるよう周知

を図る。 
 

特別支援学級は、地域と

の交流でも大活躍して

保護者の間でも評判に

なっている。 
今後の交流にも期待し

たい。 



Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

●生徒の肯定的意見の

割合が大きく下がっ

た。異動による教員の

入れ替えや若手教員の

増加が進んでいること

や不登校対応をはじめ

としたニーズの多様化

にどう組織的に対応し

ていくかが課題であ

る。 

本校の生活指導につい

て全教職員が共通認識

をもって、生徒に寄り添

う指導を徹底していく。

生徒にルールとマナー

を身に付けさせ、規律の

ある学校づくりをして

いく。 
不登校対応を含めた教

育相談体制を充実させ、

生徒一人一人の心の安

定に力を入れていく。 

別室指導や特別支援教

育支援等、一人一人に寄

り添ったきめ細やかな

対応をお願いしたい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎毎月の避難訓練や安

全教育を通して、自分

の身の安全を守るため

の態度を育成すること

ができた。今年度は警

察署とも連携して不審

者対応訓練を初めて行

うこともできた。 
●SNS によるトラブル

は増加傾向にあり、情

報モラル教育の一層の

充実が課題である。 

情報モラル教育の充実

を図るため以下の点に

取り組む。 
・安全教育や特別の教

科道徳、技術科の年間計

画を見直す。 
・セーフティ教室によ

り多くの保護者に参加

してもらえるよう開催

方法を工夫し、家庭と連

携した取組を行えるよ

うにしていく。 

近年増加傾向の SNS ト

ラブルに対処していく

ために、引き続き保護者

の理解を呼びかけてい

く。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎年間を通して小中連

携子ども育成プランを

着実に推進することが

できた。近隣の幼稚園・

保育園とも園行事の会

場提供や職場体験等を

通して協力体制を確立

している。 

次年度に向けて小中連

携子ども育成プランの

見直しを行った。本プラ

ンに基づき、小中が連携

して引き続き児童・生徒

の育成に取り組んでい

く。 

引き続き小中が連携し

て児童・生徒を育成して

ほしい。 

Ⅷ 情報の発信 
・学校の情報発信の充実

について 

保護者、地域、教職員三

者すべてで前年度より

大きくポイントを下げ

た。ホームページや

Home＆School 等を活

用した情報発信につい

て再検討する必要があ

る。 

学校ホームページで特

色ある教育活動の紹介

や各学年の様子を伝え

ていく。Home＆School
で学校からの保護者へ

の配布物を配信し、情報

の共有を図る。 
 

生徒にも確実に情報が

届くように工夫してほ

しい。 
 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

●異動による教員の入

れ替えが進み、若手教

員が増加し指導する側

の中堅教員の不足して

いる中でどう人材育成

を進めていくかが課題

である。 

若手の人材育成に複数

の教員が関わるように

して、若手教員を孤立さ

せない環境づくりをし

ていく。 
教員としての資質向上

のための研鑽に十分な

時間を費やすことがで

きるよう、業務の効率化

を進める。 

異動で教員が入れ替わ

っても若手を育成し続

けられるようにしてほ

しい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎「まずできることか

ら」をモットーに、業務

の効率化や業務分担の

均等化をすすめること

ができた。 
●肯定的な回答は大き

く下がっていて、働き

方改革を更に協力に進

めていく必要がある。 

今回の結果を受け、全校

で業務の見直しを行っ

た。前例踏襲を排し、引

き続き「まずできること

から」をモットーに、業

務の効率化や業務分担

の均等化を推進してい

く。 
 

引き続き取り組んでほ

しい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎定期的な服務研修の

実施やあらゆる機会を

通じて呼びかけをする

ことで教員の意識向上

を図った。今年度も服

務事故ゼロを達成でき

ている。 

服務事故は気の緩みか

ら起こることを銘記し、

服務事故を起こさせな

い職場環境づくりに一

層努めていく。 

引き続き服務事故を起

こさないよう取り組ん

でほしい。 

 
 


